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	① 王子田彰夫 先生（九州大学大学院薬学研究院 教授）
	6月23日（金）
	講義： 低分子創薬の革新的モダリティーと最前線（仮）
	公開セミナー： コバレントドラッグの創薬有機化学

	② 石川稔 先生（東北大学大学院生命科学研究科 教授）
	6月30日（金）
	講義：低分子創薬の革新的モダリティーと最前線（仮）

	③ 相馬洋平 先生（和歌山県立医科大学薬学部薬学科 教授）
	7月7日（金）
	講義： ペプチド・タンパク質の化学修飾によるケミカルバイオロジー・創薬への挑戦
	各日 講義1：5−6時限（13:45-15:25）
	講義2：7−8時限（15:40-17:20）
	公開セミナー：9時限（17:30-18:20）
	※公開セミナーは履修登録者以外の参加を歓迎します。


